An Investigation on Consciousness and Action to Life-Environment by 佐々木, 博昭 et al.
環境問題に対する認識・実行度調査
佐々木博昭、山岸明浩、呑海信雄
An Investigation on Consciousness and Action 
To Life-Environment





































































































































年代（才） ～29 30～39 40～49 50～59 60～ 計
男性 15 4 4 1 8 32
女性 39 8 8 8 6 69


































































































































































































年　代 ～29 30～39 40～49 50～59 60～
男　性 72．5
P5
35
Q7．5
60
S0
80
R5
女性 75
P0
77．5
Q5
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R0
65
Q2．5
90
S7．5
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環境問題に対する認識・実行度調査
5　結　び
　環境省による循環型社会を形成する基盤整備
としては、「財政措置等」、「教育及び学習の振
興、広報活動の充実、民間活動の支援及び人材
の育成」、「調査の実施・科学技術の振興」、「国
際的な取組」、「地方団体との関係」が挙げられ
ている26》。これらの政策が確実に実行され、
一人一人の「ライフスタイル」が見直されるこ
とが急務ではあるが、さらに前述した生涯教育
としての環境教育の推進とともに、「環境関連
資材」、「環境分析装置」、「公害防止装置」、「廃
棄物処理・リサイクル装置」、「施設建設」、「環
境修復・環境創造」、「新エネルギー一・エネルギ
ー利用効率化」、「環境関連サービス」、「下水・
し尿処理」、「廃棄物処理・リサイクル」、「環境
配慮型製品製造・販売」、「環境調和型エネルギ
ー供給」といった『環境ビジネス』の今後の展
開27）が望まれる。
　さらに、例えば　「40ワット直管の場合、次
にスイッチを入れるまで13分以内ならつけっ放
しの方が割安、家庭の居間用の30ワットと32ワ
ットの円形蛍光灯を組み合わせたタイプなら損
得分岐点は28分、電球型蛍光灯は60～90分であ
る。」のようなきめ細かく具体的な情報28）の提
供も必要であると考えられる。
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　付表　環境問題認識・実行度調査票
よくでき
ﾄいる
i10点）
まずまず
ﾅきている
i5点）
できて
｢ない
i0点）
1．部屋を出るときは、電気、テレビなどのスイッチを消している。
2．冷蔵庫のドアの開閉回数、内容物の詰め方など管理を適切にしてい
@　る。
3．洗濯は、洗濯機の適正効率を考えて、まとめて洗っている。
4．電灯や電化製品は、省エネタイプを積極的に使用している。
5．使用していない電化製品のプラグは抜いている。
6．冷暖房は適温にコントロールしている。
7．テレビは、見たいものだけを決めて、見る時間を管理している。
8．近距離の買い物に車は使用しない。
9．住宅の保温効果を考えて、カーテンや二重窓としている。
10．食器に盛る量を調整したり、食器の数を減らし、食べ残しや、食器
@の汚れを少なくしている。
11．食器を洗うときに、洗剤を洗い容器に入れるなど洗剤使用量をでき
@　るだけ減らす工夫をしている。
12．洗顔、歯磨、食器洗いで、水道の流し放しはしない。　　　句
13．風呂の残り水を洗濯や拭き掃除に利用している。
14．不用品を買わないように計画を立てて購入している。
ユ5．購入した食品は計画的に使用し、無駄に捨てることはしない。
16．買い物袋を持って買い物にでかける。
17．ビンやプラスチック容器は、中身だけを詰め替えて使用している。
18．トイレットペーパーなど日用品は、リサイクル製品を購入している。
19．衣服や家具などできるだけ修繕して使用している。
20．不用品は、フリーマーケットや買取業者に出している。
合計@　　　　　　　　　　　　　環境認識・実行度評価 　　　　　　　　　　　点㈹v点を2で割る
@　　　　　　　　　　点
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